








研究目的 

 現在の全国統計をみても,産婦人科診療所及び助産所の数はかなりの数にのぼる。また,

それらの場所で出生する新生児の数は,昭和55年の厚生省報告によると,約76万人,つまり

全体数の約 48%である。また,病院での出生と云っても,NICU を併設していたり,新生児の専

門医を配している病院となると,数はかなり限定されて来る。ということは,ハイリスク妊

婦またはハイリスク新生児を,これら専門病院に移送する立場の施設は,大変な数にのぼる

と考えられる。 

 一方,送られる立場からすると,できるだけ早く送ってもらいたいのは当然であるが,送

る側からすると,そのタイミングは大変難しい。そこで,一般医家や助産婦にとって,母児移

送または新生児移送の基準になるようなものがあれば便利なのではないかと考え,その資

料にするために,周産期死亡の判別の可能性について検討してみた。 


